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多成分系ボロシリケートガラスマトリックスに対するケイチタン酸塩系模擬廃棄物の見かけの溶解度と溶融

時の粘度、電気伝導度に及ぼす Li2O および SiO2濃度の影響を明らかにした。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所事故で発生した汚染水中には、セシウムなどの放射性元素が含まれる。汚染水中の

セシウムの除去のため、ケイチタン酸塩系吸着剤[1]が使用されており、使用後の吸着剤は二次廃棄物となる。

廃棄物を化学的に安定な形態で保管するため、ガラス固化プロセスが検討されている。そのため、ケイチタ

ン酸塩を高濃度に充填可能で、製造に適した融体物性を有するガラスマトリックスの開発が急務となってい

る。本研究では、ボロシリケート系ガラスマトリックスの組成がケイチタン酸塩の見かけの溶解度および融

体物性(粘度および電気伝導度)に及ぼす影響を調査した。 

2. 実験方法 

ケイチタン酸塩にセシウムを吸着させるため CsCl 濃度 3.8ml に調整した水溶液 10 L に 100g 投入し、26h

攪拌を行った。その後、ろ紙を用いてケイチタン酸塩を回収し、70 度にて 12h 乾燥させた。乾燥後のケイチ

タン酸塩を模擬廃棄物として使用した。ガラスマトリックスとして、x および y の値を変化させた

(12.375+x)Li2O-12.375Na2O-(8.25-x)CaO-3Al2O3-(64-y)B2O3-ySiO2(mol%)系(x = 0~6 mol%, y = 15-46 mol%)を採

用した。ガラスマトリックスの組成に秤量・混合した試薬粉末と模擬廃棄物(50, 45 または 40mass%)を混合し

た。混合粉末 20g を白金坩堝に入れ、800 度において、20 min 予備加熱した。得られた試料を 1100 度の大気

中にて 10 min 溶融した。溶融後の融液を黒鉛製鋳型に流し込み、冷却した。得られた試料の外観および XRD

分析により、模擬廃棄物の見かけの溶解度を決定した。また、均一なガラスが得られた組成の一部に対して、

1200-900 度における粘度(るつぼ回転法[2])および電気伝導度(交流 4 端子法)の測定を実施した。 

3. 結果および考察 

 今回対象とした(12.375+x)Li2O-12.375Na2O-(8.25-x)CaO-3Al2O3-(64-y)B2O3-ySiO2(mol%)系ガラスマトリッ

クスを使用した場合、模擬廃棄物濃度が 40 mass%、x = 0-6 mol%, y = 20-46 mol%の組成範囲において均一な

ガラス試料が得られた。したがって、今回のガラスマトリックス系では、模擬廃棄物の見かけの溶解度は 40 

mass%である。また、模擬廃棄物濃度が 40 mass%の試料に対して x(Li2O 濃度)および y の値(SiO2濃度)の値を

調整することにより、製造に適した粘度および電気伝導度に制御可能であることが見出された。 

4. 結論 

 ケイチタン酸塩系模擬廃棄物のガラス固化体製造のための基礎的知見が得られた。 
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